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各社の取扱説明書を元にしたSNW-RY
試験の説明資料
各社の取扱説明書を元にしたSNW-RY
試験の説明資料

本資料では，スポットネットワークリレー （以下：SNW-

RY） の三大特性 （逆電力遮断特性，差電圧投入特性，無電圧
投入特性） に絞って，その試験方法を各社の取扱説明書 （以
降，取説） をもとに説明をする．一般的な家電機器などの取
説は読めばほぼ機器の操作など，だいたい誰でもできるよう
になるが，SNW-RY の取説の場合，読んだだけで試験がで
きるようになるのは難しい．私見ではあるが下記のような能
力が必要であると考える．

① 　一定以上の電気理論，特に交流理論の知識が必要．
② 　一定以上のリレー試験の実務能力が必要．例えば一人

で系統連系のリレー試験ができるなど．
③ 　リレー試験器の選定ができて，操作方法も一定レベル

以上が必要．
上記の内容を踏まえて可能なかぎりイメージがしやすいよ

うに話を進めていく．
日本電検の業務のなかで関わることが多い「三菱電機株式

会社」 「日新電機株式会社」 「株式会社日立産機システム」 「東
芝エネルギーシステムズ株式会社」 「富士電機株式会社」 の
SNW-RY で新しいタイプについて説明をする．説明にあた
り二つのグループに分ける．
・スイッチギヤから SNW-RY本体を抜き出しできるタイプ：
三菱電機，日新電機
・スイッチギヤに SNW-RY本体が固定されているタイプ：
日立産機システム，東芝エネルギーシステムズ，富士電機
　この 2 グループについて三大特性（逆電力遮断特性，差電
圧投入特性，無電圧投入特性）に絞って説明を行う．

スイッチギヤからSNW-RY本体を
抜き出しできるタイプ
スイッチギヤからSNW-RY本体を
抜き出しできるタイプ

三菱電機 MELPRO D3Oシリーズ三菱電機 MELPRO D3Oシリーズ

最新の三菱ディジタル形保護継電器 CNP1-A31D2 （高圧
SNW-RY） の外観を第 1図に示す．同じシリーズに CNP1-

A32D2 （低圧 SNW-RY） もあるが，本稿では CNP1-A31D2 

について進める．
第 1表に MELPRO-D30 シリーズ高・低圧スポットネッ

トワーク継電器の保護要素・機能を示す．
当然のことながら三大特性（逆電力遮断特性，差電圧投入

特性，無電圧投入特性）以外の保護要素として過電流要素 

（51），過負荷要素 （57），不足電圧要素 （27S） などがあり，
ほかのメーカでも同じである．

第1図　CNP1-A31D2の外観
スイッチギヤに収まった状態 抜き取ったSNW-RY本体

項　目 CNP1-A31D2形 高圧スポットネットワーク継電器

逆電力L
（67L）

逆電力M
（67M）

使用／不使用

使用／不使用

動作値

動作時間

復帰時間

電圧メモリ

使用-不使用

動作値
2.5～25 mA（0.5 mAステップ）
{微調整機能0～約−0.8 mA
（0.1 mAステップ）付}

0.2～10.0 s（0.1 sステップ）
200 ms

使用-不使用

5～200 mA（1 mAステップ）

0.1～5.0 s（0.1 sステップ）

200 ms

使用-不使用

動作時間

復帰時間

第1表　SNW-RYの保護要素・機能
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逆電力H
（67H）

使用／不使用

動作値

動作時間

復帰時間

電圧メモリ

使用-不使用

4～15 A（0.5 Aステップ）

50 ms（以下）-100 ms（以下）

200 ms

使用-不使用

無電圧
投入

使用／不使用

動作値（健全電圧）

動作値（健全電圧）

動作値（不足電圧）

動作時間

復帰時間

使用-不使用

77 V（固定）

33 V（固定）

1 s（固定）

200 ms

差電圧
投入

使用／不使用

動作値

動作時間

復帰時間

使用-不使用

77 V（固定）

（0.25～2）×  　 V（0.01×　  Vステップ）

1 s（固定）

200 ms

−5～0～40（1ステップ）投入位相

第 2図の三線結線図より，逆電力要素用にプロテクタ遮断
器一次側の三相 NW-VT （Δ結線） と三相 NW-CT があり，
過電流，過負荷要素用にプロテクタ遮断器一次側の過電流用
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CT × 2 がある．
差電圧・無電圧要素用にプロテクタ遮断器一次側の三

相 NW-VT （Δ 結線） とプロテクタ遮断器二次側の単相
NW-VT（基準電圧用） で電圧の有無と比較を行っている．

これらの VT と CT の構成はほかのメーカでも基本的
には同じであるが，それぞれの位置関係が違ったり，三相
NW-CT だけで逆電力要素と過電流要素を併用している場
合もある．
①　逆電力遮断特性
ⅰ　逆電力遮断特性 67L，67M

第 3図の試験回路図では単相電圧を各線間に並列に加え，
単相電流を各相に直列に流して三相一括で試験を行う．第 2
表の試験条件で各項目を測定し，測定値が管理値 （許容値） 

内であるかを確認する．
逆電力遮断特性 67L の電流整定範囲は第 1 表より 2.5 ～

25 mA，67M のそれは 5 ～ 200 mA となっている．第 4図
に逆電力遮断特性 67L，67M の位相特性図を示す（時計回
りを正（+）にする Lag 表示）．

【高圧SNW】
最大感度角147遅れ

57° ± 5° 以内
237° ± 5° 以内

動作領域

V（線間電圧）33°
147°

第4図　67L，67Mの位相特性図

ⅱ　逆電力遮断特性 67H

第 5図の試験回路図では A 相，B 相，C 相をそれぞれ個
別に単相電圧と単相電流を用いて試験を実施する．
第 3表に示す試験条件で各項目を測定し，測定値が管理値

（許容値）内であるかを確認する．

A
B
C

（ED）

Vab1 Vbc1 Vca1 Ia12 Ib12 Ic12 Ia11 Ic11 Vab2

制御電源

VT
6.6 kVor3.3 kV  110 V

CNP1-A31D2（注2）

監視異常用
接点

制御用接点

67L 67M 67H 67M 27S 27S57S
無電圧投入
差電圧投入 回生電力

67L
67Ｈ

51S
51L

51S
51L

Y X01 X02 X03 X04 X05 X06 X07 X08 X09 X10 X11 X12

VT
6.6 kVor3.3 kV  110 V

注1：ネットワーク専用CTは低電流域特性を保証したものが必要
注2：空き端子番号は使用禁止

ネットワーク専用CT（注1） 過電流
保護用CT
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（ED）

/5 A /5 A

（ED） （ED）

（ED）
DI（110 V）
〔CB解放条件〕

制御用接点トリップ用接点
プログラマブル出力接点/弊社出荷時設定

第2図　1回線当たりの三線結線図

電源
INPUT

カウンター

保護要素

67L

電流入力端子
p側

Ia12 A-17 A-18
Ib12 A-19 A-20
Ic12 A-21 A-22

n側 p側
Vac1 A-12 A-11
Vba1 A-08 A-07
Vcb1 A-10 A-09

n側
電圧入力端子

試験器

電圧計V

A-07
Vba1

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

位相計

出力接点 制御電源電圧

INPUT

＋

V
I＋ − ＋
−

電流計

PS

START   STOP

V

I

PS

V

I

A

A-22 A-21 A-20 A-19 A-18 A-17

A-01C-1＊ C-1＊ A-03

Ic12 Ib12

CNP1-A31D2

Ia12

Vcb1

Vac1

第3図　67L，67Ｍの試験回路図
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項　目 許　容　値

動作値/
復帰値特性

電圧：110 V（CNP1-A31D2）
　　   63.5 V（CNP4-A32D2）
電流位相：
　電圧基準147°遅れ（CNP1-A31D2）
　電圧基準177°遅れ（CNP1-A32D2）

電圧：0 A→整定値×200 %
　　　整定値×200 %→0 A
電圧：110 V（CNP1-A31D2）
　　   63.5 V（CNP4-A32D2）
電流位相：
　電圧基準147°遅れ（CNP1-A31D2）
　電圧基準177°遅れ（CNP1-A32D2）

電流：整定値×2 000 %
電圧：110 V（CNP1-A31D2）
　　   63.5 V（CNP4-A32D2）
電流位相：
　電圧基準57°遅れ
　最大感度各147°遅れ
　電圧基準237°遅れ（CNP1-A31D2）
　電圧基準87°遅れ
　最大感度各177°遅れ
　電圧基準267°遅れ（CNP1-A32D2）

動作値：各整定
動作時間： 0.2 s
微調整：0 mA

動作値：2.5 mA
動作時間：各整定
微調整：0 mA

動作値：2.5 mA
動作時間：0.2 s
微調整：0 mA

動作値/復帰値
2.5 mA ± 1.0 mA
3.0 mA ± 1.2 mA
3.5 mA～ ± 1.35 mA
5.0 mA～ ± 1.5 mA
15.0 mA～ ± 10 %

動作時間：
0.2～0.4 s ± 20 ms
0.5 s～ ± 5 %
復帰時間：
200 ms ± 40 ms

位相：
57° ± 5°以内
237° ± 5°以内
　（CNP1-A31D2）
87° ± 5°以内
267° ± 5°以内
　（CNP1-A32D2）

動作時間/
復帰時間特性

位相特性

試　験　内　容
条　件 整　定 測　定

電流を緩やかに変化させ，動作値およ
び復帰値を測定する．
出力接点：C−（10，11）

電圧固定で電流を急変させたとき，接
点が動作/復帰する時間を測定する．
出力接点：C−（10，11）

電圧固定で電流の位相を変化させ，接
点が動作/復帰するときの電圧の電流の
位相差を測定する．
出力接点：C−（10，11）

第2表　67Lの試験条件および管理値（許容値）

電源
INPUT カウンター

保護要素

67H

電流入力端子
p側

Ic12 A-21 A-22
Ia12 A-17 A-18
Ib12 A-19 A-20

n側 p側
Vab1，Va1 A-07 A-08
Vbc1，Vb1 A-09 A-10
Vca1，Vc1 A-11 A-12

n側
電圧入力端子

試験器

電圧計
逆電力H要素（67H）
→ 各相個別に試験を実施する． V

A-07
Vab1
Va1

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

位相計

出力接点 制御電源電圧

INPUT

＋

V
I＋ − ＋
−

電流計

PS

START   STOP

V

I

PS

V

I

A

A-22 A-21 A-20 A-19 A-18 A-17

A-01C-1＊ C-1＊ A-03

Ic12 Ib12

CNP1-A31D2
CNP1-A32D2

Ia12

Vbc1
Vb1

Vca1
Vc1

A相：Ia12−Vbc1（高圧）/Vb1 or Vc1（低圧）
B相：Ib12−Vca1（高圧）/Vc1 or Va1（低圧）
C相：Ic12−Vab1（高圧）/Va1 or Vb1（低圧）

第5図　67Hの試験回路図

項　目 許　容　値

動作値/
復帰値特性

電圧：110 V（CNP1-A31D2）
　　   63.5 V（CNP4-A32D2）
電流位相：電圧基準180°遅れ

電圧：0 A→整定値×200 %
　　　整定値×200 %→0 A
電圧：110 V（CNP1-A31D2）
　　    110 V（CNP4-A32D2）
電流位相：電圧基準180°遅れ

電流：整定値×120 %
電圧：110 V（CNP1-A31D2）
　　    110 V（CNP4-A32D2）
電流位相：電圧基準125°遅れ
　　　　　最大感度各180°遅れ
　　　　　電圧基準235°遅れ

動作値：各整定
動作時間：50 ms以下
電圧メモリ：不使用

動作値：4 A
動作時間： 50 ms以下，
　　　　   100 ms以下
電圧メモリ：不使用

動作値：4 A
動作時間：50 ms以下
電圧メモリ：不使用

動作値：整定値 ± 5 %
復帰値：動作値×90 %以上

動作時間： 50 ms以下
　　　　   100 ms以下
復帰時間：200 ms ± 40 ms

位相：125° ± 5°以内
　　　235° ± 5°以内

動作時間/
復帰時間特性

位相特性

試　験　内　容
条　件 整　定 測　定

電流を緩やかに変化させ，動作値および復
帰値を測定する．
出力接点：C−（10，11）

電圧固定で電流を急変させたとき，接点が
動作/復帰する時間を測定する．
出力接点：C−（10，11）

電圧固定で電流の位相を変化させ，接点が
動作/復帰するときの電圧の電流の位相差
を測定する．
出力接点：C−（10，11）

第3表　67Hの試験条件および管理値（許容値）
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逆電力要素 67H の電流整定範囲は第 1 表より 4 ～ 15 A

で 67M，67L よりも桁違いに大きく動作時間も早く位相特
性も違っている．第 6図に逆電力要素 67H の位相特性図を
示す（時計回りを正（+）にする Lag 表示）．
最大感度角180° 遅れ

V（線間電圧）

125° ± 5°  以内
235° ± 5°  以内

動作領域

35° 35°

第6図　67Hの位相特性図

第 7図に RX4713（I3）と RX4718（V3）の 2 台を使用し
ての試験状況を示す．試験場所を自由に選べるので作業性が

差電圧投入要素

電源
INPUT

カウンタ

位相計

C B
開放条件

（DC110 V）

A-07

A-08

C-19

C-20

A-05

A-06 E-11 E-12 A-01 A-03

V1

V2

START   STOP

CNP1-A31D2
CNP1-A32D2

試験器

PS

V

I

PS

V

I
出力接点 制御電源電圧

INPUT

V1＝V+ΔV
V2=V

＋

＋

保護要素

差電圧投入
（位相特性）

電圧入力端子
p側

V1（Vab1，Va1） A-07 A-08
V2（Vab2，Va2） A-05 A-06

n側

V

V
V
＋−

V
＋−

第8図　78の試験回路図

項　目 許　容　値

動作値/
復帰値特性

電圧：V1，V2

・CNP1-A31D2
DI入力（端子 C-19，20）
V2=110 Vかつ，V1＝110 V＋整定値×
V1，V2は同位相

電圧：V1，V2

DI入力（端子 C-19，20）
・CNP1-A31D2
動作時間測定
V2=110 Vかつ，
V1＝110 V→100 V＋整定値×　 ×200 %
復帰時間測定
V2＝110 Vかつ
V1＝110 V＋整定値×　  ×200 %→110 V

電圧：V1，V2

DI入力（端子 C-19，20）
・CNP1-A31D2
V1＝V2＝110 V（同相入力）
このとき，V1にのみΔV＝3 　  Vを重畳し，
ΔVの位相を変化させる．
・CNP1-A32D2
V1＝V2＝63.5 V（同相入力）
このとき，V1にのみΔV＝3 Vを重畳し，
ΔVの位相を変化させる．

動作値：各整定
動作時間：1 s
位相：40°

動作値：0.25 V
動作時間：1 s
位相：40°

動作値：0.25 V
動作時間：1 s
位相θ1：各整定
　　　（可変整定）
位相θ2：−120°
　　　（固定整定）
θ1，θ2はV1（＝V2）
に対する位相であり
遅れを＋，進みを−
にて表記する．

・CNP1-A31D2
動作値：
0.25×　   V～ ± 0.215 V
1.26×　   V～ ± 10 %
復帰値：
0.25×　   V～の場合：動作値×80 %以上
1.26×　   V～の場合：動作値×90 %以上

動作時間：1 s ± 50 ms
復帰時間：200 ms ± 40 ms

位相：θ1，θ2 ± 5°
θ1（可変整定）：各整定 ± 5°
θ2（固定整定）：−120° ± 5

動作時間/
復帰時間特性

位相特性

試　験　内　容
条　件 整　定 測　定

V1電圧を緩やかに変化させ
動作する電圧値/復帰する
電圧値を測定する．
出力接点：E-（11，12）

電圧を急激に変化させたと
き，接点が動作/復帰する
時間を測定する．
出力接点：E-（11，12）

V1，V2固定でΔVの位相を
変化させたとき，接点が動
作する位相を測定．
出力接点：E-（11，12）

第4表　78の試験条件および管理値（許容値）

3

3

3

3

3
3

3
3

良い．
②　差電圧投入特性 78
第 8図の試験回路図より可変電圧，可変位相ができる独立

した電圧源二つを用いている．V1 （V2 + ΔV） は開放状態に
あるプロテクタ遮断器一次側の電圧 （無負荷の NW 変圧器二

第7図　RX4713とＲＸ4718を用いた試験

次電圧） を示し，V2 は基準電圧としてプロテクタ遮断器二
次側の NW 母線電圧 （負荷電流が流れている NW 変圧器二
次電圧） を示している．

差電圧 ΔV の整定範囲は第 1 表より （0.25 ～ 2） × 3  V

となっている．
位相特性で可変整定 θ1 の整定範囲は V2 を基準に −5° ～

0 ～ 40° （時計回りを正 （+） にする Lag 表示） となり，θ2 は
−120° の固定値となっている．位相特性図は第 9図になる．
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ネットワーク
母線側電圧

θ1（可変整定）± 5°  以内
θ2（固定整定）± 5°  以内

V2

動作領域
ΔV

θ2  120°

θ1

第9図　78の位相特性図

③　無電圧投入特性 84
第 10図の試験回路図のように電圧可変ができる電圧源二

つを用いている．差電圧投入特性試験と同じように V1 は
開放状態にあるプロテクタ遮断器一次側の電圧（無負荷の
NW 変圧器二次側電圧）を示し，V2 はプロテクタ遮断器二
次側の NW 母線電圧（負荷電流が流れている NW 変圧器二
次側電圧）を示している．

無電圧投入の特性上，V1 側は有電圧（健全電圧：84），
V2 側は無電圧（不足電圧：27）が確認できればよいので，
第 1 表のように電圧整定範囲は無く整定値は固定になってい
る．これから紹介していくほかのメーカでも整定値は固定値
になっている．

前述したように新しいリレー試験器 RX47022 （復巻変圧
器を使用） 1 台のみで SNW-RY （CNP1-A31D2） の試験を
実施することができたので，その状況を第 11図に示す．

ただ，旧タイプ（CNP2-20-M3）の SNW-RY も試験する
機会はまだまだあるので，それも第 12図に示す．あくまで
も私見だが，今回紹介する SNW-RY のなかで三菱電機のリ
レーが総合的に一番試験がしやすいと感じる．

電源
INPUT

試験器

電圧計

PS

V

I

保護
要素

無電圧
投入

電圧入力端子
p側

V1（Vab1，Va1） A-07 A-08
V2（Vab2，Va2） A-05 A-06

n側V

電圧計

PS

V

I
V

カウンター
START   STOP

E-11 E-12 A-01 A-03

出力接点 制御電源電圧

＋

INPUT

A-07

A-08

A-05

A-06

V1

V2

CNP1-A31D2
CNP1-A32D2

第10図　84の試験回路

第11図　RX47022を用いた試験（複巻変圧器）

第12図　RX4713とRX4718を用いた試験

旧タイプ CNP2-20-M3 RX4713

日新電機 U形ディジタルリレー D1URR-11日新電機 U形ディジタルリレー D1URR-11

最新の U 形ディジタルリレー D1URR-11 の外観を第 13
図に示す．

項　目 許　容　値

動作値/
復帰値特性

電圧：V1，V2
・CNP1-A31D2
動作値測定
（パターン1）
　V1＝110 VかつV2＝110 V−33 V
（パターン2）
　V1＝0
復帰測定値
（パターン1）
　V1＝110 VかつV2＝0 V−33 V
（パターン2）
　V1＝110 V→77 VかつV2＝0 V

電圧：V1，V2
動作時間測定
V1=110 VかつV2＝110 V→0 V
復帰時間測定
V1＝110 VかつV2＝0 V→110 V

動作値：固定値
V1＝77 V，V2＝33 V（CNP1-A31D2）
V1＝77/　   V，V2＝33/　   V（CNP1-A32D2）
動作時間：1 ms

動作値：
（パターン1）
　V2 ± 5 %
（パターン2）
　V1 ± 5 %
復帰値：
（パターン1）
V2動作値×110 %以下
（パターン2）
V1動作値×90 %以上

動作時間
　1 s ± 50 ms
復帰時間
　200 ms ± 40 ms

動作時間/
復帰時間特性

試　験　内　容
条　件 整　定 測　定

電圧を緩やかに変化させ動
作する電圧値/復帰する電
圧値を測定する．
出力接点：E（-11，-12）

電圧を急激に変化させたと
き，接点が動作/復帰する
時間を測定する．
出力接点：E（-11，-12）

第5表　84の試験条件および管理値（許容値）

3 3

動作値：固定値
V1＝77 V，V2＝33 V（CNP1-A31D2）
V1＝77/　   V，V2＝33/　   V（CNP1-A32D2）
動作時間：1 s

3 3
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自動器番号具 コード

0 67-2

78θ

0.05~0.5 %

0.5~8 V

0.01 %

1

3

̶ ̶ ̶
67T

67-1

0~3 s 0.1 s

0.1 s

固定

固定

0.1 V

78θ

78T

59

27

84

355～0～15°
（遅れ）

4 1 °

定限時

定限時

59と27のAND条件で起動

67-2と57のAND条件で起動

67

78

84

リレー要素 整定範囲 整定ステップ 特　性

5

6

7

̶ ̶ ̶

第6表　SNW-RYの保護要素

進み
90°

遅れ
90°

最小動作電圧：6 V

VAN（VBN，VCN）
VACN（VCBN，VBAN）

IAT（IBT，ICT）

30°

3°

2~20 s

176 V

44 V

進み90°

5°15°

78 V

78 θ

遅れ90°

投入領域
VPH

VPH＝VABT=VABN

VABN

VABN

59

VABN

27

第13図　D1URR-11の外観

SNW-RY本体⒝ 専用テストケース テストケースを
用いた試験

SNW-RY本体⒜

第 6表は，SNW-RY の三大特性（逆電力遮断特性，差電
圧投入特性，無電圧投入特性）だけを示しているが，それ以
外の保護要素として過負荷要素 （57）， 不足電圧要素 （停電検
出：S27） がある．停電検出 S27 とは電力会社側の停電を意
味する．
第 14図の三線結線図より逆電力要素用にプロテクタ遮断

アナログ入力回路

電源回路 接点入力回路N

IAT
T2-15
T2-17
T2-19
T2-16
T2-18
T2-20
T2-11

T1-18

T1-19

T1-20

T1-17

T1-15
T1-16
T1-13
T1-14
T1-11
T1-12
T1-7

T1-8

T1-9

T1-10

T1-1 T1-2 T1-4 T2-9 T2-2 T2-1 T2-4 T2-3 T2-6 T2-5 T2-8 T2-7 T2-10

S27TA

78TA

28X

67TA

67-1A

67-3

67-3X

67-3 67-3 67-3

67-3Y 67-3Z CB TADJ

S27TB

S27T

67T

67-1

T1-6
T1-5

T2-12

T2-13

T2-14

IBT
ICT

IAT　A　B

E P N

P
P

N

　C
IBT
ICT

IOT

VAT
VABT

VCAN

VABN

VBCN

VPH

VAN

※

VBN

VCN

VBT

CPU部
メイン

ソフト
ウエア
シーケンス

フェールセーフ

プロテクタ
遮断器

ネットワーク
変圧器

逆電力遮断

差電圧投入

プロテクタCB投入ロック

他バンクプロテクタ継電器
への67ロック信号

故障表示

装置異常

接地

制御電源
（DC110 V）

制御電源
（DC110 V）

他バンクプロテクタ継電器
からの67ロック信号

※
CB開閉

時刻補正
接点

変圧器二次停電遮断

67
57
S27
78V
78θ
59
27

67
57
S27
78V
78θ
59
27

M
P
X

A
D
C

M
P
X

A
D
C

67-1

67T

78T

S27T

第14図　1回線当たりの三線結線図

器二次側の三相 NW-VT（V 結線）とプロテクタ遮断器一
次側の三相 NW-CT がある．この三相 NW-CT は過負荷要
素（57）とも併用している．

差電圧・無電圧要素用にプロテクタ遮断器二次側の三
相 NW-VT（V 結線）とプロテクタ遮断器一次側の単相
NW-VT で電圧の有無と比較を行っている．
①　逆電力遮断特性 67-2
第 15図の試験回路図では単相電圧，単相電流で試験を各

相（A 相，B 相，C 相）で行う．第 7表に示す試験条件で
各項目を測定し，測定値が管理値（許容値）内であるかを確
認する．逆電力要素の電流整定範囲は第 7 表より，NW-CT

二次側定格電流 5 A に対して 0.05 % ～ 0.5 % となる．
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T2-15

T2-16
T2-17

T2-18
T2-19

T2-20
T2-13

T2-12

T2-14

φ

IAT

IBT

ICT

VABN

VBCN

VCAN

A

R

リレー±

±

V

第15図　67-2の試験回路図

　動作時間整定範囲は 3 s までの 0.1 ステップになる．逆電
力要素 67-2 の位相特性図は負荷電流方向を 0° にし，両端の
位相角を測定し計算で最大感度位相角を求める（第 6 表参
照）．

最大感度位相角 147°（時計回りを正（+）にする Lag 表示）
の管理値は第 7 表に示す．
②　差電圧投入特性 78
第 16図の試験回路より基準電圧に当たる開放状態にある

プロテクタ遮断器二次側の NW 母線電圧 （負荷電流が流れ
ている NW 変圧器二次電圧） に対して 315° の位相角でプラ
ス方向に徐々に差電圧 （ΔV） を増加させる．日新電機の場
合，基準電圧は 220 V である．

要　素 許　容　値

67-2
（逆電力）

動作値

位相特性

動作時間

0.05 ％～0.5 %
0.01 %ステップ

0 ～3 s
0.1 sステップ

最大感度位相角
（線間電圧に対して）Lag147°

測定条件
特性項目

整定値 入力値

電圧：220 V
位相：（線間電圧に対して）Lag147°

整定値の±10 %
動作値（A）/3 ・100
定格電流（A）

電流
0.05 A以下
0.2 A以下
5 A以下

判定基準
−15°，+10°
−7°，+6°
−3°，+3°

67-2：0.05 %整定
電圧：220 V
電流：5A×整定×200 %×3
位相基準
Lag147°± acos（200 ％）

67-2：0.05 %整定
電圧：220 V
位相：Lag147°
0→整定×200 % 急変

整定値の±5 %．ただし，
0秒整定：60 ms以下
1秒以下整定：整定値±50 ms

第7表　67-2の試験条件および管理値（許容値）

T2-11

T2-13

T2-12

VABT

VABN

リレー±

ΔV

±

V

V

φ

第16図　78の試験回路図

差電圧 ΔV の整定範囲は第 8表より 0.5 V ～ 8 V で位相
特性は基準電圧に対して 15° ～ 0 ～ −5° でのみ整定が可能
で −90° は固定値（時計回りを正 （+） にする Lag 表示）になっ
ている （第 6 表参照）．
③　無電圧投入特性 84
第 9表より開放状態にあるプロテクタ遮断器一次側の

NW 変圧器二次電圧の過電圧試験（59 有電圧：T2-11，
T2-12 間） とプロテクタ遮断器二次側の NW 母線電圧の不
足電圧試験（27 無電圧：T2-12，T2-13 間，T2-12，T2-14 間，
T2-13，T2-14 間各線間電圧） はそれぞれ個別に試験を行う．
第 17図に試験回路を示す．日新電機もほかメーカと同じく
電圧整定範囲はなく整定値は固定値になっている．
第 18図は新しいリレー試験器 RX47022 のみで SNW-RY 

（D1URR-11） の試験を実施した状況を示す．

要　素 許　容　値

78
（差電圧）

78 V
動作値

78 V
動作時間
（78T）

78θ
動作値

0.5 ～8 V
0.1 Vステップ

78 V整定値の90 %

2～20 s
0.1 sステップ

測定条件
特性項目

整定値 入力値

78 θ：0°整定
電圧：220 V
ΔV位相：Lag315°

整定値の ± 10 %

整定値の ± 5 %

78 V整定値の90 %に対し ± 10 %

78 V：0.5 V整定
78 θ：0°整定
電圧：220 V
ΔV位相：Lag315°
0→整定×200 %　急変

78 V：0.5 V整定
78 θ：0°整定
電圧：220 V
ΔV位相：Lag315°
0→整定×200 %　急変

78 θ：0°整定
電圧：220 V
ΔV位相：Lag315°

第8表　78の試験条件および管理値（許容値）

78θ
位相特性 Lead5°～Lag15° ± 3°

78 V：0.5 V整定
電圧：220 V
ΔV：200°

78θ
動作時間
（78T）

2～20 s
0.1 sステップ 整定値の±5 %
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T2-11

T2-12

T2-13

T2-12

T2-14

VABT

VABN

VBCN

VCAN

リレー±

±

V

V

第17図　84の試験回路図

第18図　RX47022での試験
複巻変圧器での試験無誘導抵抗器での試験

日本電検ではもう試験をすることはなくなったが旧タイプ
の SNW-RY：DRN-A33 （スイッチギヤ固定） を第 19図に示
す．技術革新と企業努力の結果，第 19 図に示すように新型

（D1URR-11）の大きさ （容量） と重量がかなり小さくなって
おり，試験をする側としては劇的な変化となっている．

要　素 許　容　値

84
電圧検出

27
動作値

27
動作時間
（78T）

59
動作値

44 V固定

176 Ｖ固定

2～20 s
0.1 sステップ

測定条件
特性項目

整定値 入力値

変圧器二次側電圧：220 V 整定値の ± 5 %

整定値の ± 5 %

整定値の ± 5 %

変圧器二次側電圧：220 V
220 V→0　急変

NW母線電圧：220 V

第9表　84の試験条件および管理値（許容値）

59
動作時間
（78T）

2～20 s
0.1 sステップ 整定値の ± 5 %NW母線電圧：220 V

0→220 V　急変

第19図　新・旧SNW-RYの比較

D1URR-11

容積：1/8
重量：1/10

DRN-A33（従来品）

170

358

338163

スイッチギヤにSNW-RY本体が
固定されているタイプ
スイッチギヤにSNW-RY本体が
固定されているタイプ

日立産機システム 日立ディジタル形保護・計測
装置 ICU-T2シリーズ、HDT-2N 1,2,3
日立産機システム 日立ディジタル形保護・計測
装置 ICU-T2シリーズ、HDT-2N 1,2,3

ICU-T2 シ リ ー ズ HDT-

2N1，2，3 の外観を第 20図に
示す．

VCT

NWVT×1 NWVT×2

TR二次用 ICU-S（HDC-T1）
50　 ×2

NWTR52R 52SCH
高圧SNW No.1

CT×2
＊＊＊/5 A

NWCT×3
＊＊＊/5 A

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
母
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
母
線

51　 ×2
A   ×3 A/TD ×2

SNW用 ICU-T（HDT-1N1～2）
※　　　   はHDT-2N3のみで使用

67　 ×1 57　 ×3
51　 ×1
50　 ×3

50

78　 ×1

27　 ×1

A/TD ×2

84　 ×184F　×1 

V   ×4

※
DV   ×1

A   ×3

SNW用 ICU-T（HDT-1N1～2）
67　 ×1 51F   ×3

57　 ×1
78　 ×1

27　 ×1

A/TD ×1

84　 ×184F　×1 

V   ×4 DV   ×1

A   ×3

VCT

NWVT×1
TCTへ

ProF
NWVT×3

NWTR89P 52SCH
低圧SNW No.1

NWCT×3
＊＊＊/5 A

CT×2
＊＊＊/5 A

50

第21図　1回線当たりの単線結線図

第20図　ICU-T1外観



資料 9

第 21図に高・低圧 SNW の単線結線図を示す．
第 10表の保護要素・機能より三大特性（逆電力遮断特性，

差電圧投入特性，無電圧投入特性）以外に過電流要素 （57），
過負荷要素 （51），短絡電流要素 （50） がある．

用途 スポットネットワーク受電
IN2IN1 IN3

No.

逆電力  67
過電流  57
過負荷  51
短絡 　 50
差電圧  78
電　圧  84Ｆ
電　圧  84
電　圧  27

〇
〇
〇
̶
〇
〇
〇
〇

1
2
3
4
5
6
7
8

〇
〇
〇
̶
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

型式（HDT-＊＊＊）

第10表　SNW-RYの保護要素・機能

保
護

遮
断

投
入

第 22図の三線結線図より逆電力要素用にプロテクタ遮
断器一次側の三相 NW-CT と三相の基準電圧用にプロテ
クタ遮断器二次側の三相（V 結線）NW-VT がある．差
電圧特性と無電圧特性用にはプロテクタ遮断器一次側の単
相 NW-VT とプロテクタ遮断器二次側の基準電圧用の三相

（V 結線）NW-VT がある．過電流要素（57），過負荷要素
（51），短絡電流要素（50）用の CT は逆電力要素用の三相
NW-CT と共用になっている．

三相（V 結線）NW-VT，単相 NW-VT，三相 NW-CT

の位置関係および三相 NW-CT の共用（逆電力要素，過電
流要素，過負荷要素）は日新電機と同じになっている．

スイッチギアに SNW-RY 本体が固定されているタイプの
試験をする場合，NW-CT，NW-VT 二次側とリレー本体側
からの分離させる目的と，リレー本体に試験用の電圧と電
流を入力するために，電圧テスト用端子 （VTT） に電圧テス
トプラグ （第 23図の右側） を差し込み，電流テスト用端子 

第22図　三線結線図

NWCT×3
（＊＊＊/5 A）

CNO4ACNO4A

HDT-1N1～2
電流：逆電力を“正”とする
　　　端子番号に注意

トータルVT
（110/170V×2）

11 3 5 7 10 12 3 5 7 9 11 13 15

NWVT
（＊＊＊/110 A）

NWVT
（＊＊＊/110 A）

N
T
STR2次側 ネットワーク

母線側
R K

52S
L

（CTT） に電流テストプラグ （第 23 図の左側） を差し込んで
SNW-RY 試験を行う．

本誌にて紹介した実務編の動画に HDT-1N の試験動画が
あるので，そちらも参考にしていただきたい．

HDT-2N1，2，3 には第 21 図のように低圧 SNW もあるが，
これからの説明は高圧 SNW を前提に進める．
①　逆電力遮断特性 67
第 24図に三相電圧，三相電流入力の試験回路図を示す．
第 11表の試験条件にて動作電流値，動作位相範囲，動作時
間を測定する．それぞれの測定値が第 12表の管理値 （誤差） 

内であるかを確認して良否判定を行う．

試験項目
動作・復帰値
（mA）
位相特性
（° ）
動作時間
（ms）

試験条件
三相基準電圧固定（110 V）三相電流同時可変基準
電圧Vに対しIはLead33°
三相電圧固定（110 V）三相電流（整定値×1 000 %）
三相電流位相同時可変〔小電流域（定格領域）〕
三相電圧固定（110 V）三相電流0 A→200 %）
基準電圧Vに対しIはLead33°〔小電流域（定格領域）〕

第11表　67の試験条件

要 素
逆電力
（67）
1要素

動作電流
%値：0.05 %，0.1 %，0.2 %
（定格電流に対する%値）
電流：2.5 mA，5.0 mA，10.0 mA
動作電流整定値に対し80 %以上
定格領域：100 ms以下（200 %通電時）
短絡領域：50 ms以下（2 A通電時）

整定値±2 mA

± 40 ms

整定値2 s ≦ ± 100 ms
整定値2 s≧±5 %
整定値2 s ≦ ± 100 ms
整定値2 s ≧ ± 5 %

−40 ms+60 ms

復帰電流

動作時間

復帰時間

タイマ
機能

最大感
度角

5 A
110 V

定 格 項 目 仕様（整定） 誤差
第12表　67の仕様（整定）と管理値（誤差）

（67GS）0.5～5 s（0.5 s単位）

（67EL）0.5～5 s（0.5 s単位）

定格領域：200 ms
短絡領域：200 ms
定格領域：33°（固定）
短絡領域：3°  （固定）

第 12 表より動作電流の整定範囲は 2.5 mA，5.0 ⅿ A，
10.0 ⅿ A ± 2 mA，動作時間は 100 ms 以下（200 % 通電
時，定格領域），50 ms 以下（2 A 通電時，短絡領域）となる．
位相特性は動作域の両端の位相角を測定しその値から最大感
度角を計算で出して，定格領域で 33° ± 5° （固定：第 25図
⒜を参照），短絡領域で 5° ± 5° （固定：第 35 図⒝を参照） 

となる （逆電力方向を 0° にしている）．
第23図　日立産機用のテストプラグ
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Ir-Vrt動作域
（小電流域）

Vr

Vrt33°

Is

VsVt

Vts

Vsr

It

Ir

ミリセコンド
メータ

（定電圧）（定電圧）（定電圧）（定電流）（定電流）（定電流）

位相計

トータルVT
（110/110 V×2）

HDT-1N1～3

CNO4A

K
r s t

L K L K L

逆電力を
“正”とする

± ±

A V

VtVsVr

VrL Vsr Vts DV

ItIsIr

スタート
ストップ

リレーテスト

1

＋

−

3

A A A
V V
V

CNO4A
CNO3B CNO1A

第24図　67の三相試験回路図

1 51 9 13 1 2153 5 7 10 12

90°遅れ
a）小電流域（定格領域） b）大電流域（短絡領域）

90°遅れ

送電力を
“正”とする

2IR

IR IR

2IR

27°
5 A

30°

0°

93°

90°進み

33°±3
0°

送電力を
“正”とする動作域

90°進み
動作域

不動作域不動作域

ネットワーク母線
線間電圧に対する
CT二次電流位相角

ネットワーク母線
線間電圧に対する
CT二次電流位相角

第25図　67の位相特性図

　当社では RX4713 （I3） と RX4718 （V3） のリレー試験器
を用いて第 24 図 のような三相電圧と三相電流で試験を実施
しているが，取説には単相電流と単相電圧を用いて各相ごと
の試験を実施する方法も紹介されている．この試験方法の場
合，動作電流値は整定電流値の 3 倍になる．
②　差電圧投入特性 78
第 26図の試験回路より，基準電圧に当たる開放状態にあ

V2rt

Vrt φ

DV

V
V

（定電流） （定電流）

※電圧源であれば
　他の試験電源でも可能です．

ミリセコンド
メータ

動作域

スタート
ストップ ＋

−

CNO1ACNO3B逆電力を
“正”とする

位相計

± ±

V V

CNO4A CNO4B

K
Ir

L K
Is

L K
It Vrt Vsr Vts DV

P H
L

トータルVT
（110/110 V×2）

リレーテスト
HDT-1N1～2

第26図　78の試験回路図

1 3 5 7 11 1 5 9 13 15 1 1 3212

るプロテクタ遮断器二次側の NW 母線電圧 （負荷電流が流
れている NW 変圧器二次電圧） に差電圧 （ΔV） を加える．

差電圧 ΔV の整定範囲は第 13表より （0.5，1.0，1.5，2.0） 
× 3  V で管理値は ±0.2 × 3  V，位相特性は基準電圧に対
してθ1は−5° ～ 15° （時計回りを正 （＋） とする Lag 表示） 

でのみ整定が可能で，θ2 の −120° は固定値になっている．
管理値は ±5°．第 27図の位相特性図を参考．動作時間は 1 

s の固定値で管理値は± 100 ms となる．それぞれの試験条
件は第 14表となる．

要 素
差電圧
（78）
1要素

動作
電圧 （0.5，1.0，1.5，2.0）×　　 V

動作電圧整定値に対し70 %以上

−5～15° （5°単位）

（78T）1 s ± 100 ms

整定値 ± 5°

整定値±0.2×　　 V

± 10 %復帰
電圧
動作
位相
動作
時間

110 V
定 格 項 目 仕様（整定） 誤　差

第13表　78の仕様（整定）と管理値（誤差）

3 3
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（固定）
θ＝120°

90°進み

90°遅れ

DV θ＝−5°
θ＝0°
θ＝5°
θ＝10°
θ＝15°

動作域

不動作域

第27図　78の位相特性図

試験項目
動作・復帰値
（V）
位相特性
（° ）
動作時間
（s）

試験条件
NW母線電圧110 V固定（Vrt）ΔV可変動作位相
Vrtに対しΔVは330°
NW母線電圧110 V固定（Vrt）ΔV位相可変
ΔV：動作電圧整定の300 %を印加
NW母線電圧110 V固定（Vrt）Vrtに対しΔVは330°
ΔV：0 V→動作電圧整定の200 %を印加

第14表　78の試験条件

③　無電圧投入特性 84，27
無電圧投入条件は電源側 （開放状態にあるプロテクタ遮断

器一次側） の電圧あり （84） と，NW 母線側 （開放状態にあ
るプロテクタ遮断器二次側） の電圧なし （27） の二つの条件
の AND となる．

電圧あり （84） の試験回路図は第 28図に，試験条件は第
15表に，仕様 （整定） と管理値 （誤差） を第 16表に示す．

試験項目
動作値
（V）

試験条件
電源側VT二次に0 Vから徐々に電圧を上げて88 Ｖ以上
（固定）での動作を確認する

第15表　84の試験条件

復帰値
（V）

電源側VT二次に110 Vから徐々に電圧を上げて77 Ｖ以下
（固定）での復帰を確認する

84ON
時間（ｓ） 0 V→110 V（電源側電圧Vrt印加）に急変

110 V→ 0 V（電源側電圧Vrt印加）に急変
　　　　　  （b接点にて測定）

84OFF
時間（ｓ）

（定電圧）

※電圧源であればほかの試験電源でも可能です．

トータルVT
（110/110 V×2）

CNO1ACNO3B
逆電力を
“正”とする

CNO4A

Vsr

CNO4B

K
Ir

L K
Is

L K
It Vrt

V2rt

Vts DV
P H

L リレーテスト

HDT-1N1～2

ミリセコンド
メータ スタート

ストップ ＋

−

V

第28図　84の試験回路図

1 3 5 7 10 1 5 9 1 1 3212

トータルVT
（110/110 V×2）

CNO1ACNO3B
CNO4B

P H逆電力を
“正”とする

CNO4A

K
Ir

L K
Is

L K
It

L リレーテスト
HDT-1N1～2

VsrVrt Vts DV

ミリセコンド
メータ スタート

ストップ ＋

−

V

（定電流）

※電圧源であればほかの試験電源でも可能です．V2rt

第29図　27の試験回路図

1 3 5 7 10 1 5 9 13 15 1 2 1 312

要 素
電圧
（84）
1要素
反転
出力

動作
電圧

VT二次定格の80 %
（88 V）以上
VT二次定格の70 %
（77 V）以下
（84on）0.5～5 s 
（0.5 s単位）
（84T）1～10 s 
（1 s単位）
（84off）0.5～5 s+200 ms 
 　　　　　     （0.5 s単位）

整定値2 s ≦ ± 100 ms
整定値2 s ≧ ± 5 %
整定値2 s ≦ ± 100 ms
整定値2 s ≧ ± 5 %
整定値2 s ≦ ± 140 ms
整定値2 s ≧ ±（5 %+40 ms）

復帰
電流

動作
時間

復帰
時間

110 V
定 格 項 目 仕様（整定） 誤差

第16表　84の仕様（整定）と管理値（誤差）

（84T）200 ms ± 40 ms

電圧なし （27） の試験回路図は第 29図に，試験条件は第
17表に示す．仕様 （整定） と管理値 （誤差） を第 18表に示す．

試験項目
動作値
（V）

試験条件
NW母線側VT二次に110 Vから徐々に電圧を下げて66 Ｖ以下
（固定）での動作を確認する

第17表　27の試験条件

復帰値
（V）

NW母線側VT二次に動作電圧から徐々に電圧を上げて71.5 Ｖ
以下（固定）での復帰を確認する

動作時間
（ｓ） 110 V→ 0 V（電源側電圧Vrt印加）

0 V→ 110 V（電源側電圧Vrt印加）
復帰時間
（ｓ）

要 素
電圧
（27）
1要素

動作
電圧 VT二次定格の50 %（66 V）以下

VT二次定格の55 %（71.5 V）以上

100 ms以下

200 ms

復帰
電流

 84ON
時間（s）
84OFF
時間（s）

110 V
定 格 項 目 仕様（整定） 誤差
第18表　27の仕様（整定）と管理値（誤差）

±40 ms
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当社では紹介した ICU-T2 シリーズ，HDT-2N1，2，3

だけではなく旧タイプ DNP-1K4 （第 30図） で運用している
事業所もあるので試験を実施している．

第30図　旧タイプDNP-1K4の外観

東芝エネルギーシステムズ
HRE190形（スポットネットワークリレー）
東芝エネルギーシステムズ
HRE190形（スポットネットワークリレー）

最新の HRE-190 形 （SNW-RY） を第 31図に示す．第 19
表より三大特性 （逆電力遮断特性 67A，67 Ｂ，差電圧投入
特性 78，無電圧投入特性 84，27） 以外にも過負荷要素 57，
過電流要素 51H，51M，51SH，51SL，比率作動要素 87，
地絡方向要素 67G などがある．

第31図　HRE190（SNW-RY）の外観

機能

保護機能

内  容
第19表　SNW-RYの保護機能ほか

計測機能

制御機能 プロテクタ遮断器の入･切操
作/外部からのプロテクタ遮
断器入･切操作/投入ロック/
故障復帰/無電圧･差電圧投
入出力ロック/外部故障入力

I（Max），V，Io（Max）

67A，67B，51H，57，51M，
7 8， 8 4， 2 7， 8 7， 6 7G，
51SH，51SL

各保護要素ごとにロック可能．
形式により到来する保護機能が
異なる．

計測値表示のON/OFF切替可能

HRE-190 形 （SNW-RY） もスイッチギヤに固定されて
いるので，第 32図にある電圧テストプラグ （写真左側） 

を VTT （電圧テスト端子） に，電流テストプラグ （写真右
側） を CTT（電流テスト端子） に差し込んで（第 33図），
NW-CT と NW-VT の二次側と SNW-RY 側とを電気的に
分離し，各テストプラグから試験用の電圧，電流を入力する．

第32図　電圧テストプラグと電流テストプラグ

第33図　VTT（電圧テスト端子），CTT（電流テスト端子）
第 34図 （次ページ） より逆電力要素の三相電圧 （V 結線） 

と差電圧要素の基準電圧用の NW-VT はプロテクタ遮断器 

（PRO.CB） 一次側に，差電圧 ΔV 用の NW-VT （単相） は
プロテクタ遮断器 （PRO.CB） 二次側になる． 

三相 NW-CT は逆電力要素，過負荷要素，過電流要素を共
用させている．今回紹介している 5 社のなかで NW-CT と差
電圧 ΔV 用の NW-VT （単相） がプロテクタ遮断器二次側に
配置しているのは東芝エネルギーシステムズ製の SNW-RY

だけとなっている．第 35図のように高圧 SNW と低圧 SNW

とがあるが，高圧 SNW について話を進めていく．

第35図　低圧SNWと高圧SNW

67   78   84   51H   57   27
V1

VT×2
（V結線）

低圧SNW VT×1
（V2）

（I2）
CT×3

PRO.CB

67   78   84   51H   57   27

51SH　51SL

V1
VT×2
（V結線）

VT×1
（V2）

（I2）
CT×3

PRO.CB

高圧SNW

①　逆電力遮断特性 67A，67B
第 36図より，試験には三相電圧 （110 V） が必要であり，
第 20表，第 21表 （次ページ） の試験条件からは動作電流測
定，位相特性測定が電流単相で実施できるが，動作時間測
定は三相平衡電流・電圧が必要になっている．67B は動作
時間の整定範囲があるが 67A は過電流要素（51H）と AND

動作になるため，即時（140 ms 固定）となる（第 22表参照）．

無わい
試験器

この図は，A相電流の場合です．
Ｂ相の場合はTB5-3.4に，C相の場合はTB5-5.6に入力します．

TB21
2
3
4

位相計
電圧計

BO18
（遮断）

ディジタル
カウンタ

Va
Vab

Vbc

Vb

Vc

TB5電流計
1
2
3
4
5
6 I2c

I2b

I2a

Ia

TB5
I3
I4

A

V V

第36図　67A，67Bの試験回路図

要素

67 A
逆電力
遮断

動作値 0.05 %～3.00 %（0.01 %刻み）（定格電流値に対する%）
動作値の90 %以上
51HT：40 ms（固定）

復帰値
動作時間
復帰時間

項目 仕様/整定値
第22表　67A，67Bの仕様/整定値

̶

67 B
逆電力
遮断

動作値 0.05 %～3.00 %（0.01 %刻み）（定格電流値に対する%）
動作値の90 %以上
67T：0 s～10 s（1 s刻み）

復帰値
動作時間
復帰時間 ̶

　位相特性も 67A と 67B で違いがある．第 20 表，第 21 表
の位相角の許容誤差の表現は時計回りを正 （＋） する Lag 表
示となっている．第 37図，第 38図にそれぞれの位相特性
図を示す（逆電力方向を 0° にしている）．
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インタロック
（BO1）

I1a 86S動作
（BO2）

投入
（BO3）

遮断
（BO4）
リレー故障

CS入指令（BI1）

CS切指令（BI2）

CB入状態（BI3）
CB切状態（BI4）
自動モード（BI5）
手動モード（BI6）

外部故障（BI7）
投入ブロック（BI8）

受電開閉器入状態（BI9）
自家発他条件（BI10）

インタロック1
（BI11）

インタロック2
（BI12）

N.C.

N.C.

N.C.

TB6
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

TB4

HRE190

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16 17

18
19
20
22
23
24

87動作
（BO5）

51SH，SL動作
（BO6）
67G動作
（BO7）
67B動作
（BO8）
67A動作
（BO9）
27不動作
（BO10）

N.C.

N.C.

TB1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

27B（BI13）
64B（BI14）
37S（BI15）

本体操作ロック（BI16）

系統連系条件（BI17）

出力ロック（BI18）

86S動作
（BO11）

67T動作
（BO12）
51M動作
（BO13）

27動作
（BO14）

57動作（自動復帰）
（BO15）

57動作（手動復帰）
（BO16）

N.C.

N.C.

TB3
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

I1b

I1c

I1o

Vab

N.C.

TB2
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12 GND 制御

電源+
−

13
14

Vbc

ΔV

Vo

f60
a50

f60
a50

I2a

k

P

プロテクタ
遮断器

N

FG

k k

l l l

N.C.

N.C.

TB5
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

I2b

I2c

（BO17）

（BO18）

投入

遮断

ネットワーク
トランス

A B C

A

B

C

第34図　三線結線図
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試験項目 試験条件 試験条件 許容誤差

例）最小動作値

Ａ相試験入力条件の
ベクトル図

最小動作値 67A
①0.05 %
②3.00 %

̶

̶

̶

A相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ia  lag 147°  for  Vca

①7.5 mA ± 20 %
②450 mA ± 5 %

140 ms以下
（51HT+100 ms以下）

位相特性

動作時間

整定条件
動作値 タイマ

各相ごとに入力電流を徐々
に上げ，67 A要素が動作
する電流値を測定する．

第20表　67Aの試験条件・方法と許容誤差

B相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ib  lag 147°  for  Vab

C相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ic  lag 147°  for  Vbc

67A
0.05 %

67A
0.05 %

A相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
|Ia|＝5 A
Ia  lag  θ  for  Vca（θ測定）

236.9 ± 5°
134.9 ± 5°

VcVca

Vb

Va

3°
150° Ia

左記条件にて電流位相を
変化させ，67 A要素の動
作限界位相を測定する．

左記条件にて，電流を0 A
から5 mA（整定値の2倍）
に急変させ遮断出力する
までの時間を測定する．

B相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
|Ib|＝5 A
Ib  lag  θ  for  Vab（θ測定）

C相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
|Ic|＝5 A
Ic  lag  θ  for  Vbc（θ測定）

|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ia  lag  147°  for  Vca
Ia  lead  240°  for  Ic
Ib  lead  120°  for  Ic（三相平衡）
|Ia|＝|Ib|＝|Ic|=0 A→5 mA急変

試験項目 試験条件 試験方法 許容誤差

最小動作値 67B
①0.05 %
②3.00 %

67T
0 s

A相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ia  lag 147°  for  Vca

①7.5 mA ± 20 %
②450 mA ± 5 %

①100 ms以下
②10 s±10 %

位相特性

動作時間

整定条件
動作値 タイマ

左記条件にて，各相ごと
に入力電流を徐々にあ
げ，67B要素が動作する
電流値を測定する．

第21表　67Bの試験条件・方法と許容誤差

B相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ib  lag 147°  for  Vab

C相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ic  lag 147°  for  Vbc

67B
0.05 %

67B
0.05 %

67T
0 s

67T
①0 s
②10 s

A相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
|Ia|＝5 A
Ia  lag  θ  for  Vca（θ測定）

236.9 ± 5°
57.1 ± 5°

左記条件にて，電流位相
を変化させ，67B要素の
動作限界位相を測定する．

左記条件にて，電流を0 A
から5 mA（整定値の2倍）
に急変させ遮断出力するま
での時間を測定する．

B相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
|Ib|＝5 A
Ib  lag  θ  for  Vab（θ測定）

C相試験時
|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
|Ic|＝5 A
Ic  lag  θ  for  Vbc（θ測定）

|Vab|＝|Vbc|＝110 V
Vab  lead  120° for  Vbc
Ia  lag  147°  for  Vca
Ia  lead  240°  for  Ic
Ib  lead  120°  for  Ic（三相平衡）
|Ia|＝|Ib|＝|Ic|=0 A→5 mA急変

例）最小動作値

Ａ相試験入力条件の
ベクトル図

VcVca

Vb

Va

3°
150° Ia
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三相電力合成形

Vca

VH

Ia
Y特性

X特性 遮断領域
0 3°

105°

第37図　67Aの位相特性図 第38図　67Bの位相特性図

Vca

Ia

遮断領域

Va

3°
0

θ

②　差電圧投入特性 78
　第 39図より基準電圧にあたるプロテクタ遮断器一次側 

（PRO.CB） の電圧 （NW 変圧器二次側の無負荷電圧）と，
プロテクタ遮断器二次側 （PRO.CB） の電圧 （NW 母線の電
圧） を ΔV として徐々に増加させる．位相条件は Lag357°

で試験を行う．

無ひずみ
試験器

電圧計

電圧計
BO17
（投入）

位相計

ディジタル
カウンタ

ΔV ΔV

Va

Vab

Vbc

1
2
3
4

11
12

5
6
7
8

TB2 HRE190

TB5

V

V

第39図　78の試験回路図

第 23表，第 24表に整定範囲と試験条件および許容誤差（管
理値）を示す．動作位相は 268.4° は固定で −5° ～ 0° ～ 15°

で整定可能となる．（時計回りを正 （＋） する Lag 表示）第
24 表の許容誤差（管理値）は Lag 表示になっている．

要 素

78
差電圧投入

動作値

復帰値

ΔV：0.12 V～1.25 V（0.01 V刻み）
θ：−5°～15°（1°刻み）
動作値の90 %以上
78T：1 s～30 s（1 s刻み）
̶

動作位相

動作時間
復帰時間

項 目 仕様/整定値
第23表　78の仕様/整定値

整定範囲の −5° は Lag 表示からみての表現なので，−5°

は反時計回り（−）方向を示し，355°（360 − 5）は時計回り（+）
方向を示している．つまり，−5° と 355° は同じ角度を示し
ている．これらのことを踏まえて第 40図の位相特性図を見
ると少しわかりやすくなる．
第 41図に RX4713（I3）と RX4718（V3）を使用しての

試験状況を示す．

試験項目 試験条件 試験方法 許容誤差

最小動作値
78
①0.12 V
②1.25 V

78
0.12 V

78
0.12 V

78θ
15°

78θ
①15°
②−5°

78θ
15°

78T
①1 s
②30 s

78T
1 s

78T
1 s

|Vab|＝110 V
ΔVab lag357° for Vab

①0.12 V ± 30 %
②1.25 V ± 5 %

①1 s ± 10 %
②30 s ± 10 %

位相特性

動作時間

整定条件
動作値 位相 タイマ

入力電圧（ΔVab）を徐々に上げ，78要素が動作する電圧
値を測定する．

第24表　78の試験条件・方法と許容誤差

|Vab|＝110 V
|ΔVab|＝5 V
ΔVab lagθ for Vab（θ測定）

|Vab|＝110 V
ΔVab lag357° for 
|ΔVab|＝0 V→0.36 V 急変

①15 ± 3°
　268.4 ± 3°
②355 ± 3°
　268.4 ± 3°

左記条件にて，ΔVab位相を変化させ，78要素の動作限界
位相を測定する．

左記条件にて，ΔVab電圧を0 Vから整定値の3倍に急変さ
せ78出力するまでの時間を測定する．

S相接地用

差電圧ΔVab=VN（ab）−VT（ab）
　VN（ab）：ネットワーク母線電圧
　VT（ab）：ネットワーク変圧器二次電圧
基準電圧：Vab

ΔVab

Vab

θ＝−5°

θ＝15°

3°

0

第40図　78の位相特性図

第41図　HRE-190形（SNW-RY）の試験
③　無電圧投入特性 84

HRE-190 形 （SNW-RY） を含め，東芝エネルギーシステ
ムズの SNW ｰ RY は第 42図のように開放状態にあるプロ
テクタ遮断器（PRO.CB）一次側の電圧有り（健全電圧：
84）だけで，開放状態にあるプロテクタ遮断器（PRO.CB）
二次側の電圧なし（不足電圧：27）をみていない．これは
他社とは違う点となっている．

この図は，Vab線間電圧の場合．
VcaをVabとVbcからソフトウェア演算により算出しているので，
Vbc入力が0 Vとなるよう短絡する．
Vbcの場合はTB2-3に入力，Vab入力が0 Vとなるよう，
TB2-1，2，4を短絡する．

電圧計
BO17
（投入）

ディジタル
カウンタ

V Vab

Vbc

1
2
3
4

11
12

5
6
7
8

TB2 HRE190

TB5
V無ひずみ

試験器

第42図　84の試験回路図
第 25表より動作整定電圧は他社と同じ固定（88 V）とな

り，動作時間整定範囲は 1 s ～ 30 s（1 s 刻み）となっている．
第 26表には試験条件・方法と許容誤差を示す．測定は各線
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間電圧に対して行う．

要 素

84
無電圧投入

動作値

動作時間

88 V（固定）
動作値の90 %以上
78T：1 s～30 s（1 s刻み）
̶

復帰値

復帰時間

項 目 仕様/整定値
第25表　84の仕様/整定値

試験項目 試験方法 許容誤差整定条件
動作値

84
88 Ｖ
（固定）

78T
1 s

タイマ
最小動作値 88 V ± 5 %

第26表　84の試験条件・方法と許容誤差

入力電圧を徐々に上げ，84要素
が動作する電圧値を測定する．
Vca 相の場合，動作値は測定値
（試験器出力）の 2倍となる．

84
88 Ｖ
（固定）

78T
1 s

動作時間 1 s ± 10 %左記条件にて電圧を 0 V から整
定値の 1.1 倍に急変させ 84 出
力するまでの時間を測定する．
Vca 相の場合，整定値の 0.55 倍
（整定値の 0.5倍の 1.1倍）に急
変する．

当 社 で は HRE-190 形 （SNW-RY） 以 外 に も 少 し 古 い 

「DWW53H-13A02」 第 43図でも試験をしている．テストプ
ラグは HRE-190 形 （SNW-RY） と同じタイプが使用できる．

さらに古い 1990 年代頃のタイプで，もうあまり現役で使
用されていないと思うが 「D2W2H-0102」 や，この更新タイ
プの 「D4WA1H-0102」 （第 44図） での試験も行っている．
これらを試験をする場合，第 45図に示す専用のテストプラ
グを試験用テスト端子に差し込んで行う．

第43図　DWW53H-13A02

第44図
D2W2H-0102 D4WA1H-0102

第45図
試験用テスト端子（電流・電圧）電流・電圧テストプラグ

富士電機　F-MPC210 
スポットネットワークリレー DUYUNWR
富士電機　F-MPC210 
スポットネットワークリレー DUYUNWR55

富士電機の最新リレーはF-MPC3000スポットネットワー
クリレー「DUKUNAA」であるが，当社では試験実績がな
い（2025 年 10 月に実施した）ので，おそらく現役で一番多
く運用されている F-MPC210 スポットネットワークリレー 

「DUYUNWR」 について説明をする（第 46図）．一般的な
3 回線スポットネットワークの構成を第 47図に示す．

第46図　DUYUNWR 外観

第47図　単線結線図

電力会社変電所

LDS

NW.Tr

NW.Pro
Pro.F

Pro.F

NW.
Ry

NW.Bus

取引用
CT

他需要家

NW.Tr

NW.Pro
Pro.F

Pro.F

NW.
Ry

取引用
CT

NW.Tr

NW.Pro
Pro.F

Pro.F

NW.
Ry

取引用
CT

　第 27表より，三大特性 （逆電力遮断特性，差電圧投入特性，
無電圧投入特性） 以外にも短絡電流要素 （51S） と過電流要素 

（51OL） などがある ．
　第 48図の三線結線図より逆電力要素用にプロテクタ遮断
器一次側の三相 NW-CT （67 用 CT） と三相基準電圧用の
NW-VT （高圧はΔ結線，低圧は Y 結線）がある．

短絡電流・過電流要素用には 67 用 CT とは別にプロテク
タ遮断器一次側の三相 NW-CT（51 用 CT）がある．

差電圧要素と無電圧要素で用いるプロテクタ遮断器一次
側の差電圧 ΔV 用と三相電圧用の NW-VT（高圧はΔ結線，
低圧は Y 結線）とプロテクタ遮断器二次側の基準電圧用お
よび NW 母線不足電圧（27B）用の三相 NW-VT（高圧は
Δ結線，低圧は Y 結線）で構成されている．

テストプラグは東芝製の HRE-190 と同じタイプ （第 45

図） で第 49図のテスト用端子に差し込み試験を行う （第 50
図参照）．

以降の説明に際しては高圧 SNW（第 48 図の⒜について
行う．

第49図　テスト用端子（VTT，CTT）

第50図　試験状況
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A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10 A11 A12 A13 A14 A15 A16 A17 A18 A19 A20
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/110
/√3

67用主CTプロテクタ
ヒューズ

51用主CT プロテクタ
遮断器

ネットワーク
変圧器

ネットワークリレー

W

V

U

ネットワーク
母線

第48図　三線結線図

⒝　低圧

⒜　高圧

要　素 個別仕様 要　素 個別仕様
電流整定

電流整定
特　性

制　度

4～16 A. Lock（1 Aステップ）
瞬時
動作値：± 5 %
動作次男：50 ms以下

電流整定（K）
レバー（N）

特　性

精　度

1.0～10.1 A. Lock（0.1 Aステップ）
0.1～10.0（0.1ステップ）
半限時（注1）
公称動作時間
T＝n/10×{9/（I−1）＋2}（s）

0.05～1.00 %. Lock（0.01 %ステップ）
瞬時　感度電圧：0.7 V
最大感度位相角：低圧：183°，高圧153°
公称動作位相範囲：180°
電圧メモリ機能付き（2c/s）
第2調波ロック機能付き（15 %）

動作値：± 5 %
動作時間：公称動作時間±12%以内（300 %）
                      ± 7 %以内（500 ％，1 000 %）

動作値：± 10 %
動作時間：50 ms以下

特　性

精　度

67S
逆電力検出

三相一括整定

51S
短絡電流検出

三相一括整定

51OL
過電流検出

第27表　保護要素・仕様（整定）・精度（管理値）

（注1）入力電流がフルスケールを超える場合，動作時間はフルスケールにおける公称特性
　　　となります．

感度電圧
（VTr，VNr）

精　度 動作値：± 10 %
動作時間：50 ms以下

感度電圧（ΔV） 0.3～2.0 V. Lock（0.1 Vステップ）

定格の80 %

投入位相（Δθ） 5～−25°（1°ステップ）

定格の20 %（固定）

78S
差電圧投入

電圧整定
瞬時特　性

84S
変圧器二次
電圧「有」
検出 動作値：± 5 %

動作時間：50 ms以下

0.1～5.0 s（0.1 sステップ）67ST

10～100 s（0.1 sステップ）67STT

67SCGT

67SLT

51ST

78T

27BT

84SNT

0.1～10.0 s（0.1 sステップ）
2 s（固定）
0～1.0 s（0.1 sステップ）
1～30 s（1 sステップ）
4～30 s（1 sステップ）
1～10 s（1 sステップ）

精　度

定格の30 %（固定）電圧整定
瞬時特　性

27B
ネットワーク
母線電圧「無」
検出

シーケンス
タイマ

動作値：± 5 %
動作時間：50 ms以下精　度

特　性 瞬時
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①　逆電力遮断特性 67S
第 51図の試験回路図より単相電圧と単相電流を用いて各

相ごとに試験を行う．試験条件と管理値は第 28表に示す．
第 52図の位相特性図に関しては紹介しているほかのメー
カと違い反時計回りを正 （+） とする Lead 表示になってい
る．第 53図の最大感度位相角をほかのメーカと同じ時計回
りを正 （+） とする Lag 表示で考えた場合，低圧：183° は
Lag177°，高圧：153° は Lag147° となる．

±
A1

ILr

ILs

ILt

ITr

ITs

VTt

A2
A3
A4
A5
A6

A13
A14

A15
A16
A17

A18

±

±

±

試験回路〈r相の場合〉 F-MPC210

φ

V

第51図　67Sの試験回路図

l

送電側

動作域
電圧基準
電流進み

受電側

90°

270°

180°
3°

0°VT−VT

Is

−Is

第52図　67Sの位相特性図（大電流域）（相電圧を基準にした位相特性図）

相電圧を基準にした
位相特性図

動作電流
（mA）

動作時間
（s）

定格電圧（110 V）を入力し，最大感度位相角で電流を徐々に
増加させてリレー動作時の電流を測定する．各相で行う．
管理値:整定値の±10 % 例:0.05 %（5 A×0.05 %＝2.5 mA）の±10 %

定格電圧（110 V）→定格電圧の50 %，電流を0 A→動作値の200 %
最大感度位相角にて急変させて動作時間を測定する．各相で行う．
管理値:50 ms（0.05 s）以下

位相特性
定格電圧（110 V）を入力し，電流は動作値の1 000 %を入力する．電流
の位相角を変化させてリレー動作中の位相角を測定する．各相で行う．
管理値:最大感度位相角の±10 %

項目 試験条件と管理値
第28表　67Sの試験条件と管理値

67S

67S
0.05～1.00 %（0.01 %ステップ）
最大感度位相角：
　低圧：183°
　高圧：153°

適
用
系
統

整
定
範
囲

第52図　67Sの整定範囲と系統図

位相特性の管理値の最大感度位相角は動作域の両端の位相
角を測定し，これらの位相角から計算して最大感度位相角（中
心角）を出す．
②　差電圧投入特性 78S
第 54図の試験回路図より基準電圧は開放状態にあるプロ

テクタ遮断器二次側の NW 母線電圧（負荷電流が流れてい
る NW 変圧器二次電圧）で，この電圧に開放状態にあるプ
ロテクタ遮断器一次側の差電圧 ΔV をプラス方向に加える．

試験条件と管理値を第 30表に示す．

VTr
＝VNr+ΔV

VNr

A13
A14

±
ΔV

VNr

A19
A20

試験回路 F-MPC210

V

±
V

±

±
φ

第54図　78Sの試験回路図

動作電圧
（mA）

動作時間
（s）

位相特性

VNrに定格電圧（110 V）を入力し，ΔVはVNrに対してLead
20°で入力する．ΔVを徐々に増加させてリレー動作時のΔVを
測定する．
管理値：整定値の±10 %
VNrに定格電圧（110 V）を入力し，ΔVを0 V→動作値の120 %
Lead20°にて急変させて動作時間を測定する．
管理値：50 ms（0.05 s）以下
VNrに定格電圧（110 V）を入力し，ΔVは整定値以上を入力する．
ΔVの位相角を変化させてリレー動作時の位相角
（78S-A，78Ｓ-Ｂ）を測定する．
管理値：78Ｓ-Ａ，78Ｓ-Ｂの ± 5°

項目 試験条件と管理値
第30表　78Sの試験条件と管理値

第 55図よりΔV の整定範囲は 0.3 ～ 2.0 V で，位相特性
の 78S-B は 5 °～ 0 °～− 25 ° （反時計回りを正 （+） とする
Lead 表示） の範囲で整定が可能となっている．78S-A に関
しては位相特性試験時に印加する ΔV を ΔV 整定値の何倍に
するかで測定位相角が変わる．

78S

78S

感度電圧（ΔV ）：
　0.3～2.0 V（0.1 Vステップ）
感度電圧（VTr，VNr）：
　定格電圧の20 %
投入位相（Δθ）：
　−25～＋5°（1°ステップ）

適
用
系
統

整
定
範
囲

第55図　78Sの整定範囲と系統図

例えば，印加するΔV を整定値の 5 倍にした場合，第 56
図の式より，

　α = cos − 1 （ΔV 整定値 /ΔV ） + 20 °

 = cos − 1 （1/5） + 20 °  98.5 °

なり，管理値はこの値の± 5 °となる．

78S−A78S−A 最大感度角φ＝20°
78S−B 投入位相Δθ＝5～−25° 進み

動作域α＝cos−1 +φ
ΔV

ΔV整定値

78S−B

VN
φ

α

Δθ

ΔV

90°

270°

180° 0°

第56図　78Sの位相特性図

③　無電圧投入特性 84S，27B
無電圧投入特性には開放状態にあるプロテクタ遮断器の一

次側の電圧と二次側の電圧の有無が必要であるので，今回説
明している東芝製の HRE-190 以外の SNW-RY と同じ考え
方になる．
　まず，開放状態にあるプロテクタ遮断器の一次側の電圧有
り（84S）つまり，電力会社の配電線が充電され NW 変圧
器二次側に電圧が有る状態を確認する試験が必要になる．第



資料 19

57図，第 58図に 84S （健全電圧） の整定範囲と系統図およ
び試験回路図を示す．整定範囲は 84S （健全電圧） は固定に
なっていて電圧センサのような機能であり，復電シーケンス

（正常な状態に戻す動作） に必要な条件の一つとなっている．

第57図　84Sの試験回路図

A13 F-MPC210

A14± VTr

V

84S

84S

定格の80 %（固定） 適
用
系
統

整
定
範
囲

第58図　84Sの整定範囲と系統図

第 31表に試験条件と管理値を示す．
復電シーケンス （正常な状態に戻す動作） という意味にお

いては差電圧投入特性も同じといえる．

動作電圧
（V）

動作時間
（s）

VTrの電圧を徐々に増加させてリレー動作時の電圧を測定する．
管理値：定格電圧（110 V）の80 %（固定）88 Vの ± 5 %

VTrの電圧を0 V→動作値の120 %に急変したときのリレーの
動作時間を測定する．
管理値：50 ms（0.05 s）以下

項目 試験条件と管理値
第31表　84Sの試験条件と管理値

次に，開放状態にあるプロテクタ遮断器の二次側の NW

母線電圧なし （27B） つまり，需要家側が商用停電になり
NW 母線に電圧がない状態を確認する試験が必要になる．
第 59図，第 60図に 27B （不足電圧） の整定範囲と系統図お
よび試験回路図を示す．

第59図　27Bの試験回路図

A19 F-MPC210

A20± VNr
V

27B

定格の30 %（固定）
適
用
系
統

整
定
範
囲

27B

第60図　27Bの整定範囲と系統図

27B （不足電圧） の整定範囲は 84S と同じく固定で電圧セ
ンサのような機能であり，復電シーケンス （正常な状態に戻
す動作） に必要な条件の一つとなっている．第 32表に試験
条件と管理値を示す．

動作電圧
（V）

動作時間
（s）

VTrの電圧を徐々に減少させてリレー動作時の電圧を測定する．
管理値：定格電圧（110 V）の30 %（固定）33 Vの±5 %

VTrの電圧を110 V→動作値の70 %に急変したときのリレーの
動作時間を測定する．
管理値：50 ms（0.05 s）以下

項目 試験条件と管理値
第32表　27Bの試験条件と管理値

　これら 84S （健全電圧） と 27B （不足電圧）の二つの試験
を合わせて無電圧投入特性試験となる．

当 社 で は 同 じ 富 士 電 機 製 SNW-RY で 旧 タ イ プ の
「DUEURAMD-02/0500」（第 61図）の試験も実施している．

第61図　DUEURAMD-02/0500の外観

当社では，今回紹介したメーカ以外にも年に 1 箇所の
SNW-RY として株式会社明電舎の「MN80S2-C01」と東光
高岳株式会社の「PACIN-20T2-121」の試験も行っている．

さらに，さらに数年に一度，古いタイプだが株式会社ダイ
ヘンの「SNW-6Y1」の試験も行っている．

細かい所を割愛しながら取扱説明書をもとに，スポット
ネットワークリレーの三大特性（逆電力遮断特性，差電圧投
入特性，無電圧投入特性）を中心に説明してきた．本資料が
皆様方の参考になれば幸いである．
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